
英語科学習指導案（略案） 

平成３１年２月８日（金）１３：４０～１４：３０（2 年 2 組） 
指導者  江口 佳那 
ALT Maria Kimura Luisa 

1．題材名  
Lesson8   India, My Country (NEW CROWN ENGLISH SERIES 2) 

2.題材の目標 

・多言語国家の生活、文化について知る。 (関心・意欲・態度) 

・Show&Tellを活用して、自分の好きなものについて紹介することができる。(表現) 

・日本における人・ことば・社会の結びつきについて考える。(理解) 
・受動態を理解し、使う。 (言語・文化) 

3．題材構想 

過程 時間 主な活動 指導上の注意 評価項目等 
 

ふ 
れ 
る 

1 
本時 

○自分の身のまわりで使われ
ているものについて3ヒント
クイズをつくる。 

○ALT の Show&Tell のモデル
文を聞き、本レッスンのゴー
ルを意識する。 

○”～is used”（受動態）の意味
に気付かせる。 

○「ものの説明（３ヒントクイ
ズ）の活動を通して受動態へ
の必要感をもたせる。 

○身のまわりで使われている
ものについて相手に意欲的
に伝えようとしている。 
【関心・意欲・態度】 
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○Lesson8-1の内容理解の学習
を通して受動態(現在形)の用
法を理解する。 

○本文を音読する。 
 
 
○受動態(過去形)の用法を理解

する。 
○不規則変化動詞の過去分詞

を学習する。 
○自分の好きなものを紹介す

る受動態を含む文を 3 つ書
く。 

 
○Lesson8-2 の本文を読み取
る。 
○本文を音読する。 
 
 
 
 
○受動態を含む文を用いて、友

だちと会話をする。 
○自分の好きなものを紹介す

る受動態を含む文を 3 つ書
く。 

 
○ラージのインドについての

話を聞いて、多言語の国や
人・ことば・社会の結びつき
について関心を高める。 

○USE-Read の本文の概要を
理解する。 

 
○USE-Read の本文を読み取

る。 
 
 
○自分の好きなものについて

紹介する文を考える。(25 語
以上、6 文以上) 

  
 

○受動態(現在形)の用法を理解
させる。 

○音読や Q&A、ペアとのやり
とりを通して概要を理解さ
せる。 

 
○ALT の話を聞き、受動態の

(過去形)に気付かせ、用法を
理解させる。 

○規則変化と不規則変化につ
いて例文を使いながら生徒
に気づかせ、主体的に学習す
るようにする。 

 
○音読や Q&A、ペアとのやり
とりを通して概要を理解さ
せる。 

○ALT と JTE でデモンストレ
ーションを行い、次にする活
動を理解させる。 

 
○受動態を用いて正確に理解
させる。 

○自分が書きためた文を友だ
ちに伝え、教え合いの中で理
解を深める。 

 
○写真などの視覚教材を用い
てインドへの関心を高めさ
せる。 

○ラージの新聞記事の概要を
理解させる。 

 
 
○Q&A、ペアとのやりとりを通
して内容を理解させる。 

 
 
○書きためた文を推敲し、紹介
文を完成させる。 

○Show & Tell に必要な絵や写
真を用意することで次時へ
の意欲を高める。 

○Q&A などの活動を通して、
本文の内容を理解すること
ができる。【理解】 

 
 
 
○受動態の用法を理解するこ
とができる。【理解】 

 
 
 
 
 
 
○Q&A などの活動を通して、
本文の内容を理解すること
ができる。【理解】 

 
 
 
 
○受動態の用法・意味を正確
に理解することができる。
【理解】 

 
 
 
○インドの文化への関心を高
めることができる。 

【関心・意欲・態度】 
 
 
 
 
○ラージのインドについての
話を読み、理解することが
できる。【理解】 

 
○自分の好きなものについて
受動態を使って文を作るこ
とができる。【表現】 
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○ALT に自分の好きなものに

ついて紹介する。 
  

 
○自分の好きなものについて
紹介させる。 

○ビデオに撮影することでよ
り実践的な活動にする。 

 

 
○ALT に自分の好きなものに
ついて伝えることができ
る。【表現】 
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と 
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○ ビ デ オ に 撮 っ た 自 分 の
Show&Tell を振り返り、友だ
ちと意見を共有する。 

○自分の Show&Tell を振り返
らせる。 

○完成したものを廊下に掲示
し、生徒の自己存在感を高め
る。 

○受動態について理解するこ
とができる。【知識・理解】 

4．本時の学習 
(1)本時のねらい 
 “is used”の表現を聞いたり使ったりしながら、受動態の用法・意味に気付き、身のまわりで使われているものを
伝えようとするとともに、単元末に行う Show&Tell への見通しを持たせる。 
(2)展開 

◎学びのつながり  ※生徒の指導の三機能  ◇つなぎ教材    ☆評価項目(方法) 

 学習活動と 
予想される生徒の反応 

指導上の留意点及び支援・評価 
JTE ALT 

め 
あ 
て 
を 
は 
っ 
き 
り 

○JTE と ALT の会話で”is used”を
含む文を聞く。 

○会話が示すものがわかったら挙
手をして答える。 

○受動態を用いた3ヒントクイズ
を見ることで、コミュニケーシ
ョン活動に意欲的になる。 

○”is used”を含む英文を読み、”使
われる”という受動態に気付く。 

○ 受動態を用いた 3 ヒントクイズを
する。(①はさみ、②ラジオ) 

○難しいものについては“is used”を用
いた文を黒板に提示し、答え合わせ
のあと生徒に復唱させることで生徒
が“is used”（受動態）の意味に気付
くようにする。 

○受動態の文をALTに続いて練習させ
る。 

○本時のめあてを掲示する。 
 

◇JTE にたずねられたもの
を”is used”を含む 3 文で説明
する。(A 概念導入型) 

○クイズを 2 つ行い、難しいも
のはキーワードを見せながら
説明する。 

 
◎”is used”を含む英文を読み、”
使われる”という受動態の意
味に気付かせる。 

 

課 
題 
を 
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○グループごとに身のまわりで使
われているものについて伝える 3
ヒントクイズを作る。 

 
 
 
 
 
○全体でグループごとに 1人 1文ず

つ発表する。 
○聞き手は 3 文すべて聞いてから、

何について説明しているのか当
てる。 

 

○3,4 人のグループで 1 人 1 文ずつ”is 
used”を含む文を考えさせる。正確な
記述よりもキーワードとなる動詞を
書かせる。 

○うまく文が作れない生徒には日本語
のヒントを与え、それをもとにグル
ープで英文をつくるように指示をす
る。 

○発表グループ全員の文を聞いてから
挙手をするように説明する。 

○つまずいている生徒を支援する。 
※答えを当てたグループのみではな
く、クイズを伝えられたグループを
ほめることで生徒の自己存在感を高
める。 

○クイズの答えとなる英単語の
カードを 1 枚ずつ配る。 

○早くできたグループには実践
練習をさせ、クイズに答える
ことで「伝えられた」という
自信をもたせ、発表につなげ
る。 

 
○生徒の発表のよさを褒める。 
○つまずいている生徒を支援す
る。 

○聞き手から答えが出ないとき
は発表者に質問をして聞き手
にさらにヒントをあたえる。 

ま 
と 
め 
・ 
振
り
返
り 

 
 
○ALT の好きなものについての

Show&Tell を聞き、単元末に行

う活動への見通しをもつ。 
○発表原稿を読み、is used 以外の

受動態に気付く。 
○”is used”を含む文を 1 文書く。 

○生徒が作った文を取り上げて受動態
の意味を確認する。 

○ALT の発表原稿を生徒に配り、受動
態の文に気づかせる。 

 
 
 
 
○本時で使用した”is used”を含む文を

1 文書かせる。 
○単元の計画表を示し、次時までに、
自分が紹介したいものを決めてくる
ことと、Show&Tell の準備を始める
ことを伝え、学習意欲を高める。 

 
 
○単元末に行う Show&Tell の
モデルを示し、生徒にレッスン
のゴールを意識させる。 

 

☆”is used”（受動態）の用法・意味に気付き、それを用いて相手に伝えようとしている。(観察) 

めあて  身のまわりのもので 3 ヒントクイズをつくって楽しもう。 


